
いちごドリルプリント

戦国時代 名前

問1 室町時代後半に見られた、実力で上の身分の者を圧倒する社会的な風潮の中で、それまでの守護に代わって台頭した勢力があります。自らの力
で領地を拡大し、独自の法律である「分国法」などを定めて領国を支配したこれらの勢力を何と呼びますか。 （2020年 千葉県公立入試 類似）

1. 守護大名 2. 戦国大名 3. 御家人 4. 地頭

問2 15世紀後半の応仁の乱以降、室町幕府の権威が低下するなかで、各地の戦国大名が自らの領国内を独自に統治・管理するために制定した法律を
何というか、正しい名称を選びなさい。 （2023年 福井県公立入試 類似）

1. 公事方御定書 2. 分国法 3. 御成敗式目 4. 武家諸法度

問3 1543年に種子島へ鉄砲が伝来したことは、その後の戦国時代の戦い方や社会にどのような変化をもたらしましたか。最も適切な説明を選んでく
ださい。 （2024年 大阪府公立入試 類似）

1. 足軽による集団戦法が普及し、強
力な攻撃を防ぐために城の造りがよ
り堅固になった

2. 騎馬武者による一騎打ちが戦いの
主流となり、個人の武勇がより重視
されるようになった

3. 弓矢や刀剣が全く使われなくなり
、すべての兵士が鉄砲のみを装備し
て戦うようになった

4. 鉄砲の製造に高度な技術が必要だ
ったため、戦国大名同士の争いが一
時的に停止した

問4 戦国時代の社会において、大名の本拠地として栄えた都市の事例として、越前（福井県）の朝倉氏が築き、家臣の屋敷や商人の住まいが計画的
に配置されていたことで知られる場所はどこですか。 （2016年 千葉県公立入試 類似）

1. 石山 2. 博多 3. 堺 4. 一乗谷

問5 石見銀山から産出された銀は、16世紀後半から17世紀初めにかけて世界の銀産出量の約3分の1を占めていたとも言われています。この銀山で生
産を支え、日本の銀が国際社会へ大きな影響を与える要因となった技術的背景として正しいものを選んでください。 （2019年 和歌山県公立入試 類似）

1. たたら吹きという、鉄を精錬する
ための日本独自の製鉄法が応用され
たこと

2. 足尾銅山鉱毒事件を教訓にした、
公害を出さない最新の濾過技術が開
発されたこと

3. 明治維新以降、フランスの技術を
取り入れた官営模範工場として整備
されたこと

4. 灰吹法という、鉛を用いて銀を抽
出する高度な精錬技術が導入された
こと

問6 1549年、日本の鹿児島に上陸し、キリスト教を日本に初めて伝えたイエズス会の宣教師は誰ですか。 （2017年 京都府公立入試 類似）

1. フランシスコ・ザビエル 2. マルコ・ポーロ 3. マゼラン 4. ヴァスコ・ダ・ガマ

問7 戦国大名が定めた法律の内容に多く見られる、「家臣同士が私的な争いを起こした場合、その理由の正当性を問わず、双方とも処罰する」とい
う原則を何と呼びますか。 （2020年 佐賀県公立入試 類似）

1. 連座（縁座） 2. 喧嘩両成敗 3. 奉公と恩賞 4. 目目安箱

問8 将軍のあとつぎ問題などを原因として1467年に発生し、約11年間にわたって続いた戦乱は、幕府の力を決定的に弱め、社会全体に「下剋上」の
風潮を広める大きな契機となりました。この戦乱の名称を選びなさい。 （2020年 千葉県公立入試 類似）

1. 観応の擾乱 2. 承久の乱 3. 島原の乱 4. 応仁の乱

問9 15世紀後半、ポルトガルの支援を受けたバスコ・ダ・ガマが、リスボンを出発してアフリカ大陸南端の喜望峰を経由し、到達に成功した地域は
どこですか。 （2020年 新潟県公立入試 類似）

1. 中国 2. インド 3. 北アメリカ 4. カリブ諸島

問10 戦国時代において、各地の戦国大名が自らの領国（分国）内の武士や民衆を統制し、領国内の秩序を維持するために独自に制定した法律を何と
いいますか。 （2024年 千葉県公立入試 類似）

1. 武家諸法度 2. 御成敗式目 3. 公事方御定書 4. 分国法

問11 島根県にある石見銀山が、2007年に世界文化遺産に登録された歴史的な背景や理由として最も適切な説明を次の中から選びなさい。 （2016年

鳥取県公立入試 類似）

1. 瀬戸内海の海運を利用して全国に
銅を供給し、江戸幕府の貨幣制度の
安定を支えた最大の拠点であったた
め。

2. 飛鳥時代に日本で初めて銅が発見
された場所であり、日本最古の貨幣
である和同開珎の原料を供給したた
め。

3. 明治維新後に政府によって官営模
範工場が設置され、日本の近代産業
の発展を象徴する場所となったため
。

4. 16世紀から17世紀にかけて大量
の銀を産出し、アジアだけでなくヨ
ーロッパ諸国との貿易においても重
要な役割を果たしたため。

問12 室町時代後半から戦国時代にかけて見られた、身分や立場が下の者が、実力によって上の者に打ち勝ち、その地位を奪う社会的な風潮を何とい
いますか。 （2016年 静岡県公立入試 類似）

1. 尊王攘夷 2. 一向一揆 3. 御成敗式目 4. 下剋上

問13 14世紀から15世紀にかけて、室町幕府の支配力が次第に弱まり、幕府の権威が失墜していきました。このような社会情勢の中で、下の者が実力
で上の者を倒して地位を奪う風潮が広まりましたが、この風潮を何と呼びますか。 （2024年 秋田県公立入試 類似）

1. 大政奉還 2. 尊王攘夷 3. 門閥政治 4. 下剋上

問14 戦国時代、各地の戦国大名は自らの実力で領国を統治するために独自の法令を制定しました。これらの法令において、「家臣同士が勝手に婚姻
を結ぶことを禁止する」や「領国内での勝手な築城を禁止する」といった項目が盛り込まれた主な目的として、最も適切なものはどれですか。
（2024年 東京都公立入試 類似）

1. 朝廷から与えられた守護としての
権限を、隣接する他の領国へ拡大す
るため

2. 江戸幕府が定めた武家諸法度を遵
守し、将軍への忠誠心を示すため

3. 領国内の家臣や国衆の結びつきを
制限し、大名による領国支配を強化
するため

4. 鎌倉幕府が定めた御成敗式目の内
容を、全国の農民に分かりやすく広
めるため


